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対象者と調査時期　本学子ども発達教育学科 3 年生 28 名（男性 1 名，女性 27 名）を調査対象
とした。分析対象は，実習経験を統一するために，201X 年 8 月に保育実習Ⅱ，9 月に教育実習Ⅲ（幼










（α＝ .71-74），「専門職への志向」（α＝ .85-88），「職業の継続性」（α＝ .81-86）の 4 因子から
なる（信頼係数は小平（2011）における数値）。「全くあてはまらない（1 点）」から「非常にあて
はまる（5 点）」の 5 件法である。以下，階層的大学コミットメント尺度の 4 因子で包括的に捉える，
保育系学生の保育者養成課程である大学への適応を大学適応と記述し，階層的大学コミットメント






＝ .79），「子どもとの関わりの難しさ」（α＝ .79），「保育者の否定的側面」（α＝ .75），「仕事の
厳しさ」（α＝ .86）の 4 因子からなる（信頼係数は松田他（2016）における数値）。「全く感じなかっ




ト尺度の信頼係数を Table 1，予期せぬ現実尺度の信頼係数を Table 2 に示す。階層的大学コミッ
トメント尺度において，「専門領域への興味」は実習前がα＝ .65 と高いとは言い難い数値であっ
たが，実習後がα＝ .72 であったため，小平（2011）に基づく 4 因子と項目内容を以降の分析で
用いることとした。予期せぬ現実尺度において，「子どもとの関わりの難しさ」8 項目はα＝ .68
であった。「実際に子どもを目の前にすると，いつもならうまくできることもできない」「子どもに




因子の得点について，対応のある t 検定を行った（Table 3）。その結果，「職業の継続性」で有意
な差が認められ（t（23）＝ 2.49, p ＜ .05），実習前よりも実習後の方が高いことが示された。また，
「専門領域への興味」「専門職への志向」は有意傾向が認められ（順に t（23）＝ 1.89, t（23）＝ 1.95，
いずれも p ＜ .10），実習前よりも実習後の方が高い傾向が確認された。
続けて，実習前の階層的大学コミットメント尺度の各因子について，平均点を基準に低群と高群
に分類し，実習前後の得点について対応のある t 検定を行った。（Table 3）。その結果，いずれの
因子においても，低群は有意差が認められ（「大学適応」t（13）＝ 2.80, p ＜ .01；「専門領域へ
の興味」t（9）＝ 2.36, p ＜ .05；「専門職への志向」t（11）＝ 3.21, p ＜ .01；「職業の継続性」

































































M SD M SD
大学適応 3.88 .60 3.97 .74 .59
専門領域への興味 3.42 .54 3.58 .55 1.89 †
専門職への志向 3.31 1.06 3.68 .96 1.95 †
職業の継続性 2.35 .84 2.76 .97 2.49 *
大学適応 低群 (n=14) 3.46 .27 3.86 .66 2.80 **
高群 (n=10) 4.45 .42 4.13 .85 1.15
専門領域への興味 低群 (n=10) 2.90 .36 3.28 .49 2.36 *
高群 (n=14) 3.79 .26 3.80 .48 .11
専門職への志向 低群 (n=12) 2.46 .62 3.29 .95 3.21 **
高群 (n=12) 4.17 .61 4.06 .84 .53
職業の継続性 低群 (n=13) 1.67 .40 2.38 .76 4.20 **




















の 4 因子を独立変数，実習後の階層的大学コミットメント尺度の 4 因子を従属変数として，強制投
入法による重回帰分析を行った（Table 6）。その結果，「保育現場の体感」は大学適応の「大学適応」
「専門職への志向」「職業の継続性」の 3 因子に正の関連を示した（順にβ＝ .72，β＝ .69，β＝ .60，








































大学適応 .47 * .67** .49 ** － .36 － .05 .51* .04 .35 .48* .13 － .04
専門領域への興味 .48* .64 ** － .07 － .08 .22 － .16 .48* .68** .29 .39
専門職への志向 .83 ** － .24 － .02 .39 － .15 .28 .56** .59** .40
職業の継続性 － .24 － .16 .47* － .29 .25 .56** .49* .60**
予期せぬ現実
保育現場の体感 .18 － .55** .14 .51** .17 .39 .43
子どもとの関わりの難しさ － .11 .60** .03 .20 .00 － .02
保育者の否定的側面 .07 － .03 － .05 .08 － .13




大学適応 .58** .66** .55**
専門領域への興味 .40 .58**
専門職への志向 .58**









β β β β
保育現場の体感 .72 ** .18 .69 ** .60 **
子どもとの関わりの難しさ － .01 .25 .13 .19
保育者の否定的側面 .37 .08 .49 .25
仕事の厳しさ － .08 － .13 － .35 － .49 *
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